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2. 泌尿器科領域における Radioisotopereno・
gram 
千大泌尿器科
百瀬剛一，。三橋慎一
石川嘉夫，朝倉茂夫 
Radioisotope Renogramを使用する腎機能診断
の新しい方法として，われわれは数年来 Renogram
の経験を重ねてきたが，現在における本法の価値を
中心l乙，その実施方法，問題点，等について概説し
?こし iO 
3. 萎縮性鼻炎の鼻内粘膜上皮化生に関する電顕
的観察
千大耳鼻科
北村武，。神田敬
萎縮性鼻炎において屡々認められる扇平上皮への
化生を電顕的に観察し，その本態並びに機序を検討
してみた。正常鼻粘膜に於て認められた各種細胞は
消失し，すなわち線も上皮の像は全く変貌していわ
ゆる扇平上皮への化生が認められる。表層細胞は属
平で自由表面K向う最表層は不規則な細胞突起があ
り時に角化し，下層の細胞との聞には著しい細胞間
橋と細胞間隙の像がみられる。また基底細胞層の上
には段子状の練細胞層が重層し，隣接細胞とはよく
発達した Desmosomeによる飯合が認められる。細
胞内には多くの Keratin様の五lamen群の出現が
著明にみられ，表層では細胞質がこれら五lament Ir. 
よって置換されていることもある。基底膜は存在す
るが極めて薄く，それに接する結合組織層を構成す
る謬原線維は化生の進むにつれて著しく疎となる。 
4. 農山村における「関節リウマチ」の現況
千大農医研，長野県立阿南病院
。荒木武雄，原田経国
内田昭夫，朝岡威親
農山村における関節リウマチの発生頻度特に環境
因子との関係について，長野，愛知，静岡 3県のま
じわる天龍川沿いの 6地区住民〈全年令〉について
平地， 丘陵， 山腹， 谷底の四形が比較的明瞭で人
口も略同程度の地区を選出し 9230名について調査
(アンケートによる〉を行い，更にその中の四肢，
躯幹に痛みを訴える 921名について直接検診を行な
った。診断は RA-Testを併用して Ropesの診断
基準によった。関節にリウマチの発生頻度は女性に 
圧倒的に多く，特に 60才以上に著しい。また農業
的因子，農山村的因子との関係では農家に多いが耕 
地面積，養蚕量よりみた労働量の多少には著明な関
係はない。地形的関係については平地， 丘陵， 山
腹，谷底のうち，谷底に圧倒的に多く，標高の高い
所は四肢，躯幹の痛みを訴える者は多いが，関節リ
ウマチはむしろ少ない。次に入院治療を行ない 6ヵ
月以上の経過を観察できた約70名の関節リウマチ
患者個々についてその遺伝的・環境的因子，ならび
に治療の情況等について発病前および発病後今日に
いたるまでについて調査し，更にわれわれの行って
いる治療特に社会復帰への努力について述べる。 
5. ビタミン C長期大量投与せる患者の皮膚色
の変動について
千大皮膚科
麻生和雄，。川瀬健二
田辺義次
皮膚色の客観的表現法については，従来，種々の
色票を用いる方法，光電測色法，分光光度計による
方法等，いろいろと考へられてきたが，簡便にして
国際的な表示を行なうには不満足な点が多い。
わが教室では，精密型光電色沢計を用いて皮膚色
を容易に国際照明委員会の基準によって表現する事 
l乙一応満足すべき成果をえた。
この方法を用いて， ビタミン C長期大量投与せ
る皮膚色素異常症の患者の皮膚色の変動を一年半以
上に豆り観察した結果を報告し，その間臨床的l乙副
作用は認められなかったが，実験的lζ諺酸その他の
問題について検討した成績もあわせて報告する。 
6. 早期胃癌の診断
国立がんセンター
市川平三郎，山田達哉
土井偉誉，堀越寛
。松江寛人，十林賢児
国立がんセンターでは過去2年半において，早期
胃癌を 58例経験した。
その内別は，日本内視鏡学会分類lとより分類する
と，隆起型 12例，表面型 34例，陥凹型 12例であ
る。
これらの早期胃癌の発克には， X線，内視鏡細胞
診がその有力な武器となるが，国立がんセンターに
おける三者の診断率をみると， X線 72.4%，内視鏡
57.8%， 細胞診50%で， その総合診断は 75.8%と
なる。また，過去1年間の成績についてみると，総
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合診断で 92.3%と高率になっており，診断技術の
進歩を物語っている。
この様に診断率が向上したとはL、え，しかしなが
ら， X線，内視鏡ともに，その診断が極めて困難な
症例に，まま遭遇する。良性ポリ{プ，潰蕩癒痕，
康欄，良性潰湯等との鑑別が重要となることがあ
る。
乙れらの鑑別の問題を，早期胃癌の症例を供覧し
つつ，述べてみたいと思う。 
7. 開業医における麻酔(第一報〉

主として上腹部手術に対する麻酔

。大川昭二(松戸地区医師会〉
深町信一(柏地区医師会〉
青木敏郎
開業医において行はれる麻酔法は，大学附属病
院，あるいは官公立大病院等と異り，設備，人員，
術前，術後の管理という問題，あるいは，その他麻
酔を行う諸条件において，種々の制約を考慮しなけ
ればならない。したがって麻酔を施行するに当つて
は，これ等の不利な点を，カバーできるような麻酔
法の選択が， のぞまし~~。 ζ のような観点に立っ
て，今回は主として，上腹部の手術に対して行はれ
た， 50例の気管内麻酔の臨床成績を検討して，麻酔
法の選択，設備，人員，筋弛緩剖の問題，術前，術
後の管理の問題，等に対する附見を述べ，最後に聞
業医師として，麻酔を依頼する外科医と，麻酔開業
医の連関性に就て，私見を述べ，大方の御批判を仰
ぎたいと思う。 
8. 低体温麻酔下における，心臓および肺外科手
術に就いて
千大肺癌研究施設
。中村常太郎，香月秀雄，福間誠吾
堀江昌平，平田正雄，松本博雄
相楽恒俊，山口 豊，会美知明
小林延年，小形岳三郎，岡本達也
河野宏，小山 明，横田隼人
千大第 1外科 
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千葉県立鶴舞病院

松岡淳夫，中村誠一郎 
  
1昨年の本学会に於いて福聞は“低体温下胸部手
術"~乙ついて述べ，重症肺結核の手術に，また先天
性心疾患の直視下手術に低体温法を用いて良好な結
果をえたことを報告した。
エーテノレ、深麻酔下低体温法は，その優秀な成績が
幾っか発表されているに拘らず，本法の病態生理lこ
多くの未解決の問題を有していたため，なかなか一
般に普及するには至っていなし1。われわれは，エー
テノレの血中濃度，呼吸気中濃度と循環動態の関連か
ら本法の解析を試み，またエーテル以外の薬剤を使
用した低体温法の基礎的な研究も行ってみた。その
結果，現在では低体温時における病態生理をかなり
明らかにしえたと考えている。今回は本法の実施に
当って基本的な問題の幾っかを報告する。また実際 
l乙本法を用いて Wetcaseならびに手術侵襲の大き
い肺外科手術，各種先天性，後天性心，血管手術に
良好な成績をえているので併せ報告する。 
9. Vcgよりみた nehb-誘導の評価
千大第2内科
。道場信孝，中村嘉孝
小川道一，三橋駿一
浪川素 
1939年， Nehbは心の後壁における変化を特異的
に表現する目的で双極胸壁誘導を発表した。しかし，
その後 Wi1sonの単極胸壁誘導が広く用いられるに
および， Nehb誘導はかえりみられなくなり，これ
にかんする研究はきわめて少ない。空間ベクトル心
電図はスカラー心電図の解析に有用である。現在ま
で，誘導法に一定の基準はないが，誘導法が簡易
で， しかも基礎的研究の多くなされている Frank
誘導を用いて， Nehb誘導を空間ベクトル的l乙解析
した。対象は左室圧負荷群82例(動揺性高血圧症 
22例，固定性高血圧症 60例〉と対照群50例で，全
例について標準に誘導，および， Nehb誘導による 
Ecg，Frank誘導による Vcgを記録した。 Ecgに
おける左室圧負荷曲線のあらわれかたを空間ベクト
々的に観察し， Nehb D誘導が左室圧負荷におい
て， きわめて高い Sensitivityを示すことを見た。 
10. 便培養相の臨床観察

近山龍太(開業医内科〉 

人の腸内細菌叢が如何なる状態にあるのかを便を
培養しその成績を通して知ろうとした。すなわち健
康者ならびに諸種疾病者の便を生理食塩水に溶解し
之を腸内細菌培養に使用されている諸培地に直接好
